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は
じ
め
に

　

広
島
県
で
は
、
広
島
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
（
以
下
、

「
県
社
連
」
と
い
う
）
と
県
教
育
委
員
会
が
共
催
し
、
平
成
22
年

度
か
ら
毎
年
１
回
、
県
内
の
社
会
教
育
委
員
が
一
堂
に
会
し
、

相
互
の
連
携
を
深
め
、
社
会
教
育
の
振
興
充
実
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
、「
広
島
県
社
会
教
育
委
員
研
修
会
」
を
開
催
し
て

い
る
。
令
和
元
年
５
月
現
在
の
県
内
市
町
の
社
会
教
育
委
員
の

実
人
数
は
３
０
６
人
（
１
市
町
平
均
13
人
）
で
あ
り
、
そ
の
う

ち
お
よ
そ
半
数
の
１
５
０
人
を
定
員
と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

こ
の
「
広
島
県
社
会
教
育
委
員
研
修
会
」
の
開
催
に
至
っ
た
経

緯
や
、
研
修
会
の
様
子
、
本
県
の
特
色
あ
る
取
組
で
あ
る
「
地

域
課
題
対
応
研
修
支
援
（
訪
問
型
研
修
）」、
こ
れ
ま
で
の
成
果

や
今
後
の
課
題
・
展
望
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一 

「
広
島
県
社
会
教
育
委
員
研
修
会
」開
催
の
経
緯

　

本
研
修
会
の
前
身
は
、「
広
島
県
社
会
教
育
研
究
大
会
」
で

あ
る
。
こ
の
「
研
究
大
会
」
は
、
さ
ら
に
そ
の
前
身
に
当
た
る
、

「
地
区
別
社
会
教
育
委
員
研
究
協
議
会
」
を
経
て
、
昭
和
56
年

度
か
ら
県
内
７
地
区
の
持
ち
回
り
運
営
に
よ
り
、
社
会
教
育
委

員
の
み
な
ら
ず
、
他
の
社
会
教
育
関
係
者
を
含
め
た
全
県
的
な

社
会
教
育
の
「
研
究
大
会
」
と
し
て
、
平
成
21
年
度
ま
で
に
29

特
　
集
　
社
会
教
育
委
員
の
研
修

広
島
県
に
お
け
る
社
会
教
育
委
員
研
修
の 

企
画
・
運
営
の
実
際

広
島
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

社
会
教
育
主
事

松
　
田
　
愛
　
子
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回
開
催
さ
れ
て
き
た
。
研
究
主
題
は
、
当
時
の
社
会
情
勢
や
地

域
の
課
題
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、「
平
成
の
大
合
併
」
等
に
よ
り
、
設
立
当
時

１
０
０
を
越
え
て
い
た
市
町
村
が
23
に
減
少
、
こ
れ
に
伴
い
、

県
内
の
社
会
教
育
委
員
数
も
１
３
０
０
人
超
か
ら
３
０
０
人
程

度
に
激
減
し
た
こ
と
に
よ
り
、
女
性
会
や
老
人
会
と
い
っ
た
他

の
社
会
教
育
関
係
者
が
、
主
対
象
で
あ
る
社
会
教
育
委
員
よ
り

多
い
状
況
と
な
る
と
と
も
に
、
各
地
区
の
「
事
務
局
」
と
し
て

の
負
担
が
増
え
、
大
会
の
運
営
そ
の
も
の
が
問
題
視
さ
れ
始
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
様
々
な
協
議
の
う
え
で
、
新

た
に
「
社
会
教
育
委
員
の
研
修
」
に
焦
点
を
絞
り
再
構
築
す
る

こ
と
と
し
、
県
社
連
の
研
修
活
動
と
し
て
「
研
修
会
」
を
開
催
、

そ
の
企
画
・
運
営
は
、
県
内
の
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
関
係
者

の
研
修（
人
材
育
成
）を
主
管
す
る「
広
島
県
立
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
」（
広
島
県
教
育
委
員
会
）
が
研
修
支
援
と
し
て
参
画
す

る
こ
と
と
な
り
、
現
在
に
至
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、「
社
会

教
育
委
員
の
研
修
」
が
活
性
化
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
教

育
関
係
者
の
力
量
形
成
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
専
門
性
の
高
い

「
研
修
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
の「
広
島
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」

の
機
能
の
活
用
促
進
や
研
修
の
企
画
・
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
構
築

が
図
ら
れ
て
い
る
。

二
　
社
会
教
育
委
員
の
研
修
の
実
際

（
一
）広
島
県
社
会
教
育
委
員
研
修
会

　
「
広
島
県
社
会
教
育
委
員
研
修
会
」
は
、
平
成
22
年
度
か
ら

開
催
し
、
今
年
度
で
10
回
目
を
迎
え
た
。
各
年
の
研
修
テ
ー
マ

は
、
社
会
教
育
委
員
自
身
の
学
習
ニ
ー
ズ
や
課
題
意
識
等
を
調

査
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、「
社
会
教
育
委
員
の
役

割
」
と
い
う
基
本
テ
ー
マ
を
中
心
に
、
地
域
の
教
育
力
向
上
や

家
庭
教
育
支
援
、
地
域
人
材
の
育
成
（
地
域
づ
く
り
）、
貧
困

問
題
や
社
会
的
包
摂
の
実
現
な
ど
、
現
代
的
・
社
会
的
な
課
題

や
、
社
会
教
育
に
係
る
喫
緊
の
課
題
に
関
す
る
も
の
を
設
定
し

て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
は
、
テ
ー
マ
に
応
じ
た
基
調
講
演

と
あ
わ
せ
、
社
会
教
育
委
員
の
実
践
の
交
流
や
学
び
合
い
を
重

視
し
、
平
成
29
年
度
ま
で
は
「
分
科
会
」
形
式
で
、
平
成
30
年

度
か
ら
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
「
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
形

式
で
、
実
践
発
表
や
意
見
交
流
を
行
っ
て
い
る
。（
表
１
）

　

振
り
返
り
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
例
年
、
ほ
ぼ
90
％
以
上
の
参
加

者
が
今
後
の
活
動
へ
の
役
立
ち
感
を
得
て
お
り
、
研
修
の
場
は
、

社
会
教
育
委
員
と
し
て
の
役
割
の
意
識
づ
け
や
、今
後
の
活
動
の

ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
よ
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

　

本
年
度
は
、
令
和
元
年
６
月
５
日
（
水
）、
竹
原
市
民
館
を

会
場
と
し
て
、「
人
口
減
少
時
代
の
新
し
い
地
域
づ
く
り
に
向

特　集／社会教育委員の研修
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表１　主なプログラム「広島県社会教育委員研修会」

年度 講演テーマ 形　　態
平成�
22

社会教育行政における社
会教育委員の役割

講演、分科会（①家庭教育支援②学校支援と放課
後対策③公民館振興）

23 地域の教育力と社会教育 講演、分科会（①家庭教育支援②地域の教育力向
上③公民館等の振興）

24 少子高齢社会対応と社会
教育の役割

講演、分科会（①社会教育委員の役割②家庭教育
支援③地域の教育力向上）

25
（研究主題）※
持続可能な社会の構築に
向けたこれからの社会教
育の在り方

講演、分科会（①社会教育委員の活動②学校・家
庭・地域の連携③家庭教育支援④人権教育の推
進）、パネルディスカッション

26 東日本大震災と社会教育 講演、分科会（①社会教育委員の役割②家庭教育
支援③高齢者教育）

27 おの100挑戦隊 講演、分科会（①家庭教育支援②地域の教育力向
上③人材育成・キャリア教育）

28 つながりが創る豊かな家
庭教育支援を目指して

講演、分科会（①社会教育委員の役割②地域の教
育力を活用した教育支援③親の育ちを応援する学
びの機会の充実）

29 地域の教育力を高める社
会教育委員の役割

講演、分科会（①主体的な学びを育てる地域づく
り②子供の育ちを応援する機会の充実③地域の教
育力を活用した教育支援）

30 子供の貧困と社会教育 講演、トークセッション（社会的包摂の実現に向
けた社会教育の役割）

令和�
元

人口減少時代の新しい地
域づくりに向けた社会教
育の在り方

講演、トークセッション（人づくり・つながりづ
くり・地域づくりを進める社会教育の役割）

※平成25年度は、第36回中国・四国地区社会教育研究大会広島大会と兼ねて開催

基調講演トークセッション
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け
た
社
会
教
育
の
在
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
、
香
川
大
学
地
域
連

携
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
の
清
國
祐
二
先
生
を
講
師

に
招
き
研
修
会
を
開
催
し
た
（
参
加
者
１
５
０
人
）。「
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
は
、
清
國
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
も
と
、
県

内
市
町
か
ら
４
名
の
社
会
教
育
委
員
が
登
壇
し
、
人
づ
く
り
・

つ
な
が
り
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
社
会
教
育
委
員
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
事
例
が
提

供
さ
れ
、
そ
の
後
、
取
組
の
共
通
項
を
も
と
に
、
フ
ロ
ア
ー
の

参
加
者
も
一
緒
に
な
り
、
全
員
で
テ
ー
マ
に
つ
い
て
協
議
を
深

め
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
は
、
行
政
（
事
務
局
職
員
）

と
社
会
教
育
委
員
の
連
携
の
必
要
性
や
、
学
校
・
関
係
団
体
・

家
庭
教
育
関
係
な
ど
の
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
て
い
る
委
員
は
、

自
ら
の
選
出
団
体
の
利
益
だ
け
で
な
く
、
自
治
体
全
体
の
社
会

教
育
の
ビ
ジ
ョ
ン
（
未
来
の
姿
）
を
考
え
て
熟
議
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
等
の
助
言
が
あ
っ
た
。

（
二
）地
域
課
題
対
応
研
修
支
援（
訪
問
型
研
修
）

　

地
域
課
題
対
応
研
修
支
援
（
訪
問
型
研
修
）
は
、
各
市
町
の

実
態
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
市
町
主
催
の
研
修
の
企
画
・
運
営
を

総
合
的
に
支
援
す
る
、
当
セ
ン
タ
ー
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
取
組
で
あ

る
。
こ
の
事
業
を
活
用
し
、
県
内
市
町
の
社
会
教
育
委
員
の
研

修
の
活
性
化
が
進
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
本
年
度
、
山
県
郡
北

広
島
町
で
は
、
社
会
教
育
委
員
の
会
議
と
あ
わ
せ
て
、
社
会
教

育
委
員
・
関
係
職
員
合
同
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
（
10
月
）。

本
研
修
で
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
社
会
教
育
主
事（
筆
者
）が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、「
国
・
県
の
動
向
」
等
に
つ
い
て
基

本
的
な
講
義
を
行
っ
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
町
の
喫

緊
の
行
政
課
題
の
一
つ
で
あ
る
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー（
公
民
館
）を
考
え
る
」を
テ
ー
マ
と
し
、
意
見
交
流
を

行
っ
た
。
町
の
担
当
課
職
員
に
よ
る
軽
快
な
司
会
進
行
や
「
ア

イ
ス
ブ
レ
イ
ク
」の
工
夫
な
ど
、
普
段
の「
会
議
」と
は
異
な
る

和
や
か
で
自
由
な
雰
囲
気
の
も
と
で
、
公
民
館
を
拠
点
と
し
た

学
び
か
ら
始
ま
る
地
域

づ
く
り
の
実
現
に
向
け

た
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア

が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
取
組
に
よ

り
、
全
県
的
な
研
修
で

は
対
応
が
難
し
い
、
き

め
細
や
か
な
支
援
が
可

能
と
な
り
、
社
会
教
育

委
員
を
対
象
と
し
た
研

修
の
機
会
が
、
質
・
量

北広島町社会教育委員・関係職員合同研修
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�

（
ま
つ
だ　

あ
い
こ
）

と
も
に
充
実
し
て
き
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
社
会
教
育
委
員

の
会
議
が
、
承
認
の
み
の「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
会
議
」か
ら
脱
却
し
、

政
策
提
言
に
向
け
た
、
委
員
の
自
主
的
・
主
体
的
な
話
し
合
い

や
活
動
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

三
　
成
果
と
課
題

　

以
上
の
よ
う
な
、
地
道
な
研
修
・
取
組
の
積
み
重
ね
の
う
え

に
、
本
県
に
お
い
て
も
「
行
動
す
る
社
会
教
育
委
員
」
の
動
き

が
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
。

　

例
え
ば
、
三
次
市
で
は
、
委
員
間
で
の
話
し
合
い
を
重
視
し
、

少
人
数
で
の
自
主
的
な
会
議
や
勉
強
会
等
を
軸
に
、
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
、
そ
れ
を
基
に
し
た
提
言
、
市
と
の
連
携
に
よ

る
具
体
的
な
活
動
（
事
業
化
）
へ
の
発
展
等
、
精
力
的
な
活
動

が
継
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
安
芸
郡
府
中
町
に
お
い
て
も
、
社
会
教
育
委
員
の
会

議
か
ら
の
提
言
「
府
中
町
に
お
け

る
家
庭
教
育
の
あ
り
方
」
を
受
け

て
、
地
元
の「
カ
ー
プ
球
団
」と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ

ラ
ス
ト
が
載
っ
た
「
子
育
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成

し
、各
家
庭
に
配
布
す
る
な
ど
、ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
が
始
ま
っ
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
展
開
が
、
県
内
全
域
で
共
有
さ
れ
、
広
が

り
、
社
会
教
育
活
動
の
充
実
・
実
践
に
生
か
さ
れ
て
い
く
よ
う
、

社
会
教
育
委
員
研
修
の
企
画
・
運
営
の
さ
ら
な
る
改
善
や
新
た

な
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

私
が
座
右
の
銘
と
し
て
い
る
言
葉
の
一
つ
に
、「
事
件
は
会

議
室
で
起
き
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
現
場
で
起
き
て
い
る
ん

だ
」（
映
画
『
踊
る
大
捜
査
線
』
の
中
で
織
田
裕
二
扮
す
る
青
島

刑
事
が
叫
ん
だ
有
名
な
セ
リ
フ
）
が
あ
る
。
行
政
と
現
場
（
地

域
）を
つ
な
ぐ「
社
会
教
育
委
員
」の
研
修
の
企
画
・
運
営
を
通

し
て
、
私
自
身
も
現
場
の
風
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

今
後
も
「
現
場
主
義
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
県
の
社
会
教
育
主
事

と
し
て
の
責
任
を
果
た
し
、
市
町
の
皆
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
の

中
で
、
有
効
な
成
果
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
。
社
会
教
育
の

現
状
は
決
し
て
追
い
風
で
は
な
く
、
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
も
山
積
み
だ
が
、「
逆
境
を
逆
手
に
取
る
」
と
い
う
発

想
も
あ
る
。
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
と
と
も
に
、

熟
議
し
、
汗
を
か
き
、
地
道
に
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
プ
ロ

セ
ス
の
中
に
こ
そ
、
本
当
の
宝
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
こ
そ
、
社
会
教
育
委
員
の
出
番
で
す
！

ステッカー（府中町）


